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AML 社ステッパーモータベアリングの軸方向と半径方向

の荷重について 

Arun Microelectronics Ltd 

 
 
AML 社ステッパーモータには 2 個のベアリングが組み込まれています。両端でロータを支えています。クリーン

なシンク環境の中での用途用としては非常に信頼できます。軽荷重であれば数 10 年の実質稼働寿命があります。

主な不具合ケースとしては 2 件ありますが、いずれも間違った使い方によるものです。不純物混入に伴いモータの

分解をされたり、モータのシャフトを下側にして落下させたりとかで、シャフトに許容値以上のショック荷重が掛

かる場合です。 
 
モータが使用されるメカニズムの設計時に良く考慮し、モータの軸方向と半径方向に荷重が掛からないようにして

下さい。ベアリングの定格に比べて大きな負荷は予期できないくらい寿命が短くなります。通常モータ内のベアリ

ング交換より機械装置内のベアリングの交換がずっと楽です。モータを分解する際は消磁して、洗浄して、再磁化

し、更に工程毎にベーキングが必要です。 
 
 
 
 
軸方向荷重 

 
モータの主要取付側でない反対側の端にはモータエンドキャップに対してスプリングにて予圧が掛けられています。 
スプリングの遊びは約 0.3mm で、シャフト端に対して 2½kg の力が懸かっています。リニアメカニズムの設計の

際はこの遊びがメカニズムのバックラッシュに加算されないように設計することが重要です。そのためにはスプリ

ングや重力を活用したり、ギヤを使用して関節結合にすることで達成できます。 
 
リードねじによるリニア系メカニズムは頑丈なエンドストップにぶつかると非常に大きな軸方向の力が働きます。

全ての AML 社のメカニズムはバーニアストップで設計されています。これはモータを直に停止させるもので、こ

の潜在的な問題を避けることができます。リニアメカニズムが頑丈な対象物に突き当たる可能性があるときは最終

的に力が作用しないように力を減らすためにトルクリミッターを使用する必要があります。もし、リニアメカニズ

ムが非常に大きな摩擦で停止する場合は軸方向の荷重はリードねじには掛かりません。 
 
全ての AML 社モータ用には直接の軸方向の荷重が 10kg を超えることはお勧めできません。 

 
 
 
 
半径荷重 

 
モータへの半径荷重は二つの主な要因があります。一つは、シャフトの単純なカンチレバーの延長、ここで、ベア

リングへ掛かる荷重は, 追加された図面番号 Q47015 を参考に簡単に計算できます。 ベアリングの半径方向の

力はレバーの作用と同じく延長距離の倍になる事にご注意下さい。二つ目はリニアメカニズム上で発生します。

リードねじ又はその延長上にモータシャフトが結合されていて、ナットやベアリングで支持或いは予圧が掛かっ

ている状態です。ちょっとしたアライメント誤差がモータベアリングに対する非常に大きな半径方向の力となり

ます。 
 
 
全ての AML 社モータ用には直接の半径方向の荷重が 10kg を超えることはお勧めできません。. 
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